
義務教育学校 黒島小中学校（黒島はまゆう学園） 令和５年７月２１日（金）文責：校長 松尾 信広 

   ～しまごころ～   

 

 

 

 本日１学期の終業式を実施しました。 

 その中で、次の講話を行いましたので、紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「少年老い易く学成り難し、一寸の光陰軽んずべからず…」という言葉があります。その意味を調べた

ら「若者はあっという間に年を取ってしまい、学問はなかなか完成しにくい。だから少しの時間でも軽々

しく過ごしてはならない。」とありました。 

令和５年度がスタートしたと思ったら、明日から、もう夏休みです。月日が過ぎるのは本当に早いなと

思います。 

さて、この学校のみんなでめざすことを、合言葉にして、校長室の前に掲示しています。それは「夢の

実現 １５の春！」です。これにちなんで質問をします。皆さんの今の夢は何ですか？ 

校長先生の子供の頃の夢、それは「小学校の先生」でした。 

つまり校長先生は、今夢を実現させているのです。しかし、その道のりは、なかなかに険しいものでし

た。なぜだと思いますか？それは「夢は願うだけで叶う。」と勘違いをし、「夢の実現のために、何をすればよ

いのか。」を全く考えなかったからです。「夢の実現のために必要なことがある。」ことが分かったのが２３

歳の時、先生になるための試験に失敗してからです。 

では、その時わかった「夢の実現のために必要なこと」とは何だと思いますか？それは「自分から進んで

学ぶ」ことです。「なんだ！そんなあたりまえのことか！！」と思ったでしょう。しかし、当時の校長先生

にとって、勉強とは「させられるもの」でしたので、勉強が全く楽しくなかったのです。「自分から進んで学

ぶ」ことなんて、ほとんどありませんでした。ですから、学校に通っている期間に、夢である「小学校の

先生」になるために必要な力は、当然十分につかなかったのです。「このままでは、小学校の先生になれな

い」と気づいてから、夢を実現するために必死に頑張りました。するとどうでしょう。「させられる」勉強

ではなく「自分から進んでする」勉強が、楽しくなって、集中もできて、おかげで２４歳の春に小学校の先

生になることができました。今から３０年前の話です。 

さあ！明日からいよいよ夏休みです。この１学期、皆さんは、お互いにみがきあってキラキラ輝いてい

ました。ささえあって、ニコニコがあふれていました。わかりあって、ワクワクの毎日でした。皆十分頑

張った 1学期でした。しかし、今年のスローガンは「ＧＯ ＦＯＲＷＡＲＤ～もっと前へ！～」です。２学期に

さらに前に進む必要があります。そのための、キーワード、それは「自分」です。 

夏休み中に皆さんに挑戦してほしいことがあります。まず１年生から４年生の皆さん。「自分から進んで

するお手伝い」を１つ決めて、やってみてください。５年生から７年生の皆さん。「自分で考えた何か」を

毎日実践してください。それは自分のためになることでもいいですし、家族のためになることでもいいで

す。８，９年生の皆さん。「自分の夢の実現に向けて今できること」を自分で考え、毎日実践してください。

ただし、決して危険なことはしないでくださいね。また、自分でいいと思っても、お家の人等はそうは思

わないこともあると思います。一度決めたことを変えても全く問題ないです。周りの人のことを考えるこ

とは、とても大切なことです。また、これは宿題とかではなく、ただのお願いですので、決して無理はし

ないようにしてください。 

AI（人工知能）の発達で、色々なことがさらに便利になる、未来社会を生きていく上で、最も必要な力、

それは「自分」で考える力です。コンピューターが出す答えは、いつも正しいとは限りません。その判断

を最後にするのは、「自分」しかないのです。この夏休み中に、その「自分で考える力」を少しでも鍛え、

２学期、大きく前進するための準備をしてください。 

最後に、校長先生の今の夢、それは「子供たちが生き生きと過ごせる社会を未来に残すこと」です。そのた

めに自分ができることは何かを考える毎日です。 

以上でお話を終わります。楽しい夏休みを過ごしてください。 
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シーカヤック体験 
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※ 学校閉庁期間明けの、８/１７（木）～８/２５（金）の期間（平日の通常授業を行っている時間帯）

に、タブレットを活用して、児童生徒の状況確認をリモートで最低１回実施する予定です。本日まで

に、各担任と児童生徒で打ち合わせしておりますが、ご不明な点は学校までお問い合わせください。 

※ 短縮日課期間中の下校時刻等については、６月２６日（金）配付の文書「夏季休業前後の短縮日課に

ついて（お知らせ）」にてご確認ください。 

※ 夏季休業中の部活動については、顧問より別途お知らせします。 

※ シーカヤック体験は、９月１日（金）を予定しておりますが、港の状況等により延期等の可能性もあ

ることをご了承ください。 

 

 

 

７月２日（日）に実施された「社会を明るくする運動中学・高校生弁論大会」に〇年生の〇〇 〇〇さ

んが、７月８日（土）に実施された「佐世保市少年の主張大会」に〇年生の〇〇 〇〇さんが、本校代表

として参加しました。 

両名とも、実に堂々と自分の思いを素直な言葉で弁論していました。 

この価値観が多様化し、SNS等の普及により、声の大きい者の主張が、あたかも多数派の考えと捉えら

れやすい現代社会において、「表現力」は、その社会を生き抜くために、子供たちに育成すべき重要な資

質・能力の一つです。、自分は何を考え、どのようにしたいのか等を、しっかりと伝える力を、授業を中

心に子供たちに身につけさせていきます。 

朝凪さん、和華さん、素晴らしい弁論をありがとうございました。お疲れさまでした。 


